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歴史学とは？

• 石母田正『中世的世界の形成』初版序1944

− 歴史は私にとって何よりもまず人間が生き、闘い、かくして
歴史を形成してきた一箇の世界であらねばならなかった

− 関係古文書が豊富であっても、所詮それは断片的な記録に
すぎず、歴史を一箇の人間的世界の歴史として組み立てる
ためには、遺された歯の一片から死滅した過去の動物の全
体を復元して見せる古生物学者の大胆さが必要である。こ
の大胆さは歴史学に必須の精神である

− この大胆さを学問上の単なる冒険から救うものは、資料の
導くところにしたがって事物の連関を忠実にたどってゆく対
象への沈潜と従来の学問上の達成に対する尊敬以外にな
い



歴史学とは？ コンピュータとの距離
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歴史学を支えるコンピュータ

この三つの歯車からなる歴史学を支える
社会システムのひとつとしてのコンピュー
タ・ネットワーク

•学問上の達成

•対象への沈潜

−出版物としての史資料

−オリジナルとしての史資料



史資料を探す 出版物の場合
Part 1



史資料を探す

• 1791年海防令に始まって1825年無二念打
払令によって形づくられる「異国船打払の時
代」をコンピュータとネットワークに支えられ
て研究する
−研究の進行⇔コンピュータ・ネットワークの関与

• 1791年旧暦9月1日の海防令
−玄界灘～対馬海峡にやってきた外国船

−この外国船は？資料は？研究は？

• スタート⇒1791年海防令はネット上で？



Colnett船長を追う １

• W.G. Beasley, Great Britain and the 

opening of Japan, 1834-1858 (London, 

1951)

− Footnoteで1791年令の対象となった外国船につ
いて言及あり。参考文献として

Howay (ed.), The Journal of Captain James 

Colnett ABOARD THE ARGONAUT etc., 

(Toronto, 1940)

⇒James Colnett航海記を追ってWebCATへ

−木村和男『北太平洋の「発見」』（2007）を参照



WebCATを引く
• “James Colnett”からヒットするのは、別の航
海記（⇒あとで再度登場）のみ。

• WebCATの検索結果の意味するところ
−日本には
Howay (ed.), The Journal of Captain James 

Colnett etc., (Toronto, 1940)

を所蔵している大学図書館はない！？
1940年という出版年、トロント（カナダ）の研究

• カナダの国立図書（・文書）館へ



‡



Colnett船長を追う ２

• カナダ国立図書（・文書）館の回答⇒ILLか
Champlain協会HPへ

• The Champlain Society DIGITAL COLLECTION

• THE JOURNAL OF CAPTAIN JAMES 

COLNETT ABOARD THE ARGONAUT FROM 

APRIL 26, 1789 TO NOV. 3, 1791

−全文検索と版面画像表示 430ページ

• Champlain協会とは



‡ http://www.champlainsociety.ca/



‡ http://www.champlainsociety.ca/contact-us/13-office/1-cjbecker



‡ The Publications of The Champlain Society, p246



Colnett船長を追う ３

• 第2回Cook航海にResolution号に乗り込む

• 1791年玄界灘にArgonaut号で来航、毛皮交
易を試みる⇒イギリスへ帰還

• 1798年別の航海記を出版⇒WebCATでヒッ
トする

−歴史的にはこの航海記の方が有名

− イギリス太平洋捕鯨の幕開けをつげるもの

−毛皮貿易から捕鯨へ



‡



‡



「史資料を探す」ツール

• 出版物としての史資料
− 本を探す⇒共通ルールなり技術（書誌目録化）

⇒OPAC

− ILL etc.⇒汎用ルールで入手

• 書籍を取り巻く情報環境を反映
− 図書館情報学の先進性

• 史資料（出版物）の「中」を探す
− Champlain協会のような史資料集作成者の考え方 史
資料集の利用のされ方

− 全文検索と版面画像表示の組み合わせ
• 外国の場合はこのやり方が一般的

⇒日本史の場合＝史料編纂所の例



全文検索＋版面画像

• JSTOR / ECCOなど
−JSTORは非営利組織であり、……JSTOR
の包括的な目的は、後世のために学問の
記録を保存し、コスト効果の高い方法で研
究を先進させることです。私たちは、……
新しい形態の学問のあり方を促進します。

−スキャナ⇒OCR（光学的文字読み取り）⇒
テキストデータ



全文検索＋版面画像

• 日本の場合 OCRの困難さ
−アルファベットと漢字との違い

• 史料編纂所の史料集全文検索
−版面画像＋全文に代わる検索

• 版面＝ページ⇒索引 傍注

−Tex組版⇒テキストデータ
−Text encoding の考え方へ
−遡及する方法は？



‡



‡



‡



‡



‡ http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller



史資料を探す オリジナルの場合
Part 2



史資料のもう一つのかたち

• 原史料（オリジナル） 出版史料と
の違い

−翻字されているか（活字に組まれてい
るか）どうかは本質的な違いではない

−ユニークさ（唯一性）

−「もの」としての属性

• 社会システム 所有・所蔵



原史料に対するアプローチ １

• 一点一点の史資料を単位として考える

−図書（書誌）的アプローチ

−ユニークさ

• 日本古典籍総合目録（国文学研究資料
館）・日本古文書ユニオンカタログ（史料
編纂所）

−所蔵機関・者の目録作業⇒集積⇒書名・
文書名による配列（データベース）



‡



‡ http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller



原史料に対するアプローチ ２

• 史資料の存在する状態＝集合体として考える

−集合（存在）形態そのものに歴史的な意味がある
• Respect des Fonds

−作った人/論理、使った人/論理、管理（保存）した人/

論理 借金証文

−全国展開 史資料の分散性

−一例
• National Register of Archives (TNA The National 

Archives, UK)

• A2A

• 行き着く先は、１も２も同じ



‡



‡



‡



‡



原史料に対するアプローチ ２

• NRA

−所蔵組織＞所蔵史資料群（通例複数）＝目録

−目録から会社・個人・地名などのデータを抽出し
NRAデータベースに格納

−所蔵組織のデータベースARCHON

−NRAデータベース＞該当史資料群所蔵組織＞
ARCHON

−NRAデータベース＞該当史資料群所蔵組織＞
on-line catalog



写本からマイクロフィルムへ、ディジタルへ

• 原史料へのアプローチ＝現実には困難多い
−保存
−研究者と所蔵主体との関係

• 写本（手で写す）
−影写本・謄写本

• 写真（マイクロフィルム）
−印画紙

• ディジタルイメージ
−イメージ管理 物理的には見えないものを管理
する



‡ http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller



‡ http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller



歴史学を支えるコンピュータ

• 歴史学を研究する

−学問的到達 世界的な広がりを意識する必要

⇒データベース・ネットワークの進化

−史資料への沈潜

⇒大規模ストーレイジ

⇒テキスト・画像処理

−歴史世界を描く枠組み

⇒学問的到達や史料への沈潜を「歴史知識」として
総合的に蓄積


